
※但し、未来に向けて制限するのではなく、売却を進める場合は住民の意向、地元のご理解を得ることを申し添える。

Nagomi vol.62 Nagomi vol.623 2

99億億4,4784,478万万22千円を追加千円を追加

令和４年度　一般会計補正予算

一般会計補正予算総額

　令和４年９月定例会は、９月５日から９月12日までの８日間の会期で開催されまし
た。一般質問は９名の議員が行いました。
　令和４年度補正予算など25議案（条例４件、補正予算６件、その他２件、人事１件、
決算11件、報告１件）が上程され、それぞれ可決、認定、承認されました。

　和水町消防団条例の一部改正、和水町議会議員及び和水町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条
例の一部改正など可決されました。

会計名 補正額 補正後の額
一般会計 944,782千円 8,598,324千円
国民健康保険事業会計 7,316千円 1,325,398千円
介護保険事業会計 4,390千円 1,494,319千円
特別養護老人ホーム事業会計 10,513千円 489,737千円
下水道事業会計 232千円 123,017千円
病院事業会計（収益的のみ） 11,176千円 948,540千円

コンビニ収納等システム導入委託料 110千円
ふるさと応援寄附金謝礼 12,300千円
民間分譲宅地開発支援補助金 3,200千円
新型コロナウイルス　ワクチン接種体制確保事業 8,540千円
新規就農者育成総合対策経営開始資金 2,250千円
重点道の駅整備基本計画策定委託料 3,500千円
農地等災害復旧費（工事請負費） 40,500千円
公共土木施設災害復旧費（工事請負費） 52,400千円

定例議会
報告

令和４年

９月

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　名 審査結果 付託委員会

96 令和4年
5月27日

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るための、2023年度政
府予算にかかる意見書採択の陳情について 採択 総務文教

常任委員会

106 令和4年
6月7日

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を
求める意見書の提出に関する陳情 配付

221 令和4年
8月23日 日本マラソンの父「金栗四三」銅像建立に関する要望書 採択 総務文教

常任委員会

受付番号 受付年月日 件　　　名 審査結果 付託委員会

56 令和4年
5月20日

請願書　三加和温泉ふるさと交流センター（なごみの湯）および
その関連施設を民間に売却しないよう求める。 採択 厚生建設経済

常任委員会

【継続審査分】

一般会計・特別会計補正予算

一般会計補正予算の主なもの

主な議案

町長提出議案一覧採 決 結 果
議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
議案第48号 条例 和水町一般職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第49号 条例 和水町消防団条例の一部改正について 〃

議案第50号 条例 和水町議会議員及び和水町長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部改正について 〃

議案第51号 条例 和水町におけるあらゆる差別をなくすことをめざす条例の一部改
正について 〃

議案第52号 補正予算 令和４年度　和水町一般会計補正予算（第２号） 〃
議案第53号 補正予算 令和４年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第２号） 〃
議案第54号 補正予算 令和４年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第２号） 〃
議案第55号 補正予算 令和４年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号） 〃
議案第56号 補正予算 令和４年度　和水町下水道事業会計補正予算（第２号） 〃
議案第57号 補正予算 令和４年度　和水町病院事業会計補正予算（第２号） 〃
議案第58号 その他 財産の取得について（追認） 〃

その他 竹下議員に対する懲罰動議について(懲罰を科さない） 〃
諮問第６号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案決定
認定第１号 決算 令和３年度　和水町一般会計歳入歳出決算 原案認定
認定第２号 決算 令和３年度　和水町国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〃
認定第３号 決算 令和３年度　和水町介護保険事業会計歳入歳出決算 〃
認定第４号 決算 令和３年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計歳入歳出決算 〃
認定第５号 決算 令和３年度　和水町住宅用地造成事業会計歳入歳出決算 〃
認定第６号 決算 令和３年度　和水町簡易水道事業会計歳入歳出決算 〃
認定第７号 決算 令和３年度　和水町下水道事業会計歳入歳出決算 〃
認定第８号 決算 令和３年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計歳入歳出決算 〃
認定第９号 決算 令和３年度　和水町春富財産区特別会計歳入歳出決算 〃
認定第10号 決算 令和３年度　和水町後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算 〃
認定第11号 決算 令和３年度　和水町病院事業会計決算 〃

報告第３号 報告 令和３年度　決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率につ
いて 報告

発委第３号 その他 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るため、2023年度政
府予算にかかる意見書の提出について 原案可決

条 例： 4件
補 正 予 算： 6件
そ の 他： 3件
報 告： 1件
決 算： 11件
人 事： 1件

計 26件

月 議 会 議 案 審 議９

総額　85億9，832万4千円
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土木費歳出総額　8億3千477万円

・令和３年８月豪雨小災害復旧補助金は１３４件
であったが、令和３年度で完了できなかった
事業の35件、600万円は令和４年度へ繰越さ
れている。

・農業災害・公共土木災害復旧工事については今
年12月末で完了の見込みである。

児童福祉費　7億1千639万円

・子育て世帯のコロナ感染症の生活支援に、18
歳以下児童1人につき10万円を1,170名に支給。

特養事業会計歳出　4億9千665万円

・今後、老朽化により施設立替え計画が検討され
ており広域型の特養としての使命を果たして
頂きたい。

社会福祉総務費　3億2千640万円

・住民税非課税世帯への臨時特別給付金が1,150
世帯に、1億1千500万円を支給。

歳出総額　1億9千409万円

・新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、各種
イベントは中止となり、商工事業者及び生活
者への支援の取り組みが重要になる。

収益的収入　14億3千907万円
収益的支出　  9億2千  40万円

5億１千867万円の黒字

・国からのコロナ病床確保の補助金等があった。

質 

疑

・町営団地リフォーム状況について。
・R2年度R3年度災害対策工事の進捗状況
について。

質 

疑

・出生祝い金の返還について。
・不妊治療関連申請について。

質 

疑

・入所者面会等の改良について。
・経営改善策について。
・パワーアシストスーツ利用について。	
（作業動作補助機器）

質 

疑

・シニアカー見直しについて。
・サニタリーボックス配置について。	 	
（トイレ用ゴミ箱）

質 

疑

・商品券の換金の状況について。
・公共施設トイレ等の管理体制について。

質 

疑

・病院の特色強化について。
・危機管理体制の構築について。
・環境作りについて。

建設課

保健子ども課

きくすい荘

福祉課

商工観光課

和水町病院事業会計

委員長　荒木　宏太委員長　竹下　周三
　令和４年９月８日から９日までの２日間の日程で、常任委員６名、委員会所管の担当課である住民課、

税務住民課、社会教育課、学校教育課、まちづくり推進課、会計室、議会事務局、総務課の順に関係資料

等をもとに関係課長等の説明を求め、慎重に審査を行いました。９日の委員会所管のすべての審査終了後

に採決を行い、５件、いずれも認定することといたしました。

認定第１号　令和３年度和水町一般会計歳入歳出決算

認定第２号　令和３年度和水町国民健康保険事業会計歳入歳出決算

認定第５号　令和３年度和水町住宅地造成事業会計歳入歳出決算

認定第９号　令和３年度和水町春富財産区特別会計歳入歳出決算

認定第10号　令和３年度和水町後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算

　委員会に付託された令和３年度和水町一般会計歳入歳出決算及び特別養護老人ホーム事業会計、介護保

険事業会計、簡易水道事業会計、特定地域生活排水処理事業会計、病院事業会計の歳入歳出決算審査につ

いて報告いたします。関係所管課は、農業委員会・農林振興課・保健子ども課・福祉課・特養老人ホーム

きくすい荘・和水町立病院・商工観光課・建設課です。常任委員６名出席の下、各関係職員が同席し、慎

重に審査を実施しました。令和３年度決算は、適正に処理されており、委員会所管の全てに会計決算は認

定いたしました。

総務文教常任委員会厚生建設経済常任委員会 令和３年度決算審査報告令和３年度決算審査報告

住民課

◦中林水源からの水道の仕切弁について、もし漏水した場
合の対策としての仕切弁の位置を地図に落としておくこ
とを実施されたい。

◦斎場跡地の有効活用を検討されたい。

春富財産区

◦今後の方向性についてどうするか更なる協議を進められ
たい。

◦貴重な財産であるので、現時点での材積の総量を調べて
資産としての価値を把握されたい。

税務住民課

◦マイナンバーカードの取得率を上げるよう努力されたい。

社会教育課

◦現在、木製の文化財等の標柱を、鉄製やアルミ製など強
度の高いものに変更されたい。

◦金栗マラソンの際の中学生の企業体験事業はマラソン大
会以外のイベントでも出店できる、できる限りマラソン
に参加（出走）できるように配慮されたい。

◦旧春富小学校に田中城ミュージアムがあるが1年に約
500名程度来館されている。今後金栗四三氏の遺品等も
旧春富小学校内に展示し、総合文化施設として機能し、
財産の有効活用を検討されたい。

◦学校部活動の地域移行に伴うクラブなごみの組織体制構
築やクラブハウスの充実、利用者の費用等、社会体育の
推進をされたい。

◦毎年町長が渡している箱根駅伝のMVP獲得者との交流
を深めて、金栗マラソンに招待するなどの検討をされたい。

◦和水町総合グラウンド、ジョギングコースの距離表示ラ
インを付けて利用者に配慮した施設整備に努められたい。
又、野球場と駐車場の間にネットや壁等の障害が無いの
で、安全対策をされたい。

◦管理経費の面から和水町総合グラウンドの照明のLED
化を進め、計画的に経費削減に努められたい。

学校教育課

◦和水町で貢献する町民については奨学金制度の免除等、
策を講じられたい。

◦男女の制服は選択性の配慮をされたい。

◦スクールバスでの衝突事故や横転事故、炎天下の車両に
取り残され等の事案が発生しているので安心安全が確保
されるよう万全を期されたい。

まちづくり推進課

◦ふるさと納税応援寄付金の返礼品について希望する農家
が増えるよう努力されたい。

議会事務局

◦ICT化によるインターネット議会放映の環境、機材設備
等の準備を検討されたい。

総務課

◦現在財政調整基金を取り崩しながら進めているが、一方、
特定目的基金が多い状況である。特定目的金は使いづら
いデメリットがある。基金をまとめていき預金利子の関
係で有利になるよう努められたい。

◦ふるさと納税応援寄付金に頼ってきている傾向にあるの
ではないか。寄付金をあてにする政策によって将来のこ
とを約束はできないのではないか。ふるさと納税制度が
今後どうなるかわからない。注意いただきながら財政運
営されたい。

◦防災無線は、更新か別の方法など策を講じられたい。

◦ハイブリッド車の購入があったが、他の庁用車も管理経
費の面からハイブリッドや電気自動車などの経済的な庁
用車に順次更新をされたい。

◦災害時の防災セット等を、全世帯へ配布を検討されたい。

◦地域防災組織と消防団の連携等、現実的な想定をした避
難訓練の実施を検討されたい。

委員会として審査の付帯意見についてご報告いたします。

決算状況の一部を報告いたします。
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ズバリ！聞きます 一般質問

問
介
護
保
険
の
認
定
状
況
を
問
う
。

答
（
町
長
）
本
年
８
月
の
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
者
数
は
8
3
8
名
。
65
歳

以
上
の
21
％
、
75
歳
以
上
の
34
％
。
昨

年
度
新
規
認
定
者
の
平
均
年
齢
は
85
歳

で
熊
本
県
、
玉
名
圏
域
で
は
高
く
介
護

予
防
等
の
効
果
と
い
え
る
。

問
介
護
支
援
専
門
員
不
足
は
な
い
か
。

答
（
福
祉
課
長
）必
要
な
方
と
介
護
支

援
専
門
員
の
契
約
は
で
き
て
い
る
。
82

％
が
町
内
の
事
業
所
。
今
後
、
不
足
が

な
い
よ
う
町
内
の
事
業
所
と
協
議
を
し

て
い
く
。

問
訪
問
介
護
の
人
材
不
足
は
な
い
か
。

答
（
福
祉
課
長
）毎
月
1
5
0
件
前
後

の
利
用
実
績
。
町
内
5
事
業
所
に
加
え
、

他
市
町
の
事
業
所
の
利
用
も
必
要
。
人

材
不
足
は
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
介
護
給
付
費
安
定
の
重
点
事
業
は
。

答
（
町
長
）
お
茶
の
間
筋
ト
レ
教
室
57

地
区
、
膝
腰
げ
ん
き
教
室
、
健
康
相
談

事
業
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
な
ご
み
の
わ
」、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
が
あ
る
。

問
子
育
て
相
談
の
内
容
は
。

答
（
町
長
）　

産
後
う
つ
、
母
乳
育
児
、

発
育
・
発
達
等
の
相
談
が
多
い
。

問
町
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か
。

答
（
保
健
子
ど
も
課
長
）
不
登
校
児
の

居
場
所
づ
く
り
や
生
活
困
窮
家
庭
へ
の

家
事
支
援
、
産
後
の
母
乳
育
児
へ
の
支

援
等
に
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
要
保
護
・
要
支
援
児
童
は
何
人
か
。

答
（
町
長
）
要
保
護
25
名
、
要
支
援
６

名
。
こ
ど
も
家
庭
支
援
員
を
中
心
に
相

談
・
対
応
を
し
て
い
る
。

問
生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）前
向
き
に
検
討
す
る
。

答
（
教
育
長
）２
校
は
ト
イ
レ
に
設
置
、

他
校
は
保
健
室
に
配
置
。
県
等
の
状
況

を
み
な
が
ら
検
討
を
続
け
る
。

問

菊
水
ロ
マ
ン
館
は
2
階
の
温
泉
施

設
が
休
業
し
て
い
る
が
、
今
後
の
運
営

方
針
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
で
あ

る
か
。

答
（
町
長
）
重
点
「
道
の
駅
」
全
体
の

整
備
計
画
を
検
討
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
委
託
を
計
画
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
今
後
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

問

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
進
め
て

い
く
の
か
。

答
（
町
長
）
道
の
駅
等
活
性
化
協
議
会

を
主
体
に
し
て
検
討
を
行
う
。

問

温
泉
施
設
の
存
廃
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）で
き
る
こ
と
な
ら
復
活
さ

せ
た
い
。
温
泉
の
方
向
性
に
つ
い
て
は

今
年
度
中
に
結
論
を
固
め
る
。

問

温
泉
休
業
以
降
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３

カ
月
の
収
支
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
０
７
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

問

温
泉
施
設
の
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
町
民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
の

が
先
決
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
運
転
再
開
に
は
多
額
の
費

用
が
掛
か
り
、
耐
用
年
数
の
問
題
も
あ

る
の
で
今
回
の
コ
ン
サ
ル
の
中
で
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
道
の
駅
等
活
性
化

協
議
会
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
検
討

を
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問

数
年
後
は
部
活
動
も
全
て
地
域
に

委
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
受
け
皿
作
り

が
必
要
だ
。
部
活
動
の
移
行
に
つ
い
て

の
推
進
方
法
と
方
向
性
を
問
う
。

答
（
町
長
）
ま
ず
、
子
育
て
支
援
に
関

係
す
る
民
間
各
種
団
体
の
皆
様
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
よ
う
調
整
し
て
い

る
。

問

困
難
に
局
面
す
る
子
ど
も
た
ち
が

孤
立
し
や
す
い
放
課
後
の
時
間
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
子
ど
も
た
ち
の
第
３
の

居
場
所
の
体
制
作
り
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
、
推
進
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
方
向
性
を
問
う
。

答
（
町
長
）
民
間
の
活
動
団
体
の
実
態

を
把
握
し
活
動
内
容
等
も
調
査
し
、
個

別
に
話
し
合
う
。

問

来
年
度
以
降
、
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
（
町
長
）
ふ
る
さ
と
納
税
の
ほ
う
を

財
源
と
し
て
来
年
度
以
降
、
無
償
化
に

取
り
組
め
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
有
料
施
設
の
中
学
生
以
下
、
及
び

65
歳
以
上
の
利
用
者
の
無
償
化
に
つ
い

て
問
う
。

答
（
町
長
）
町
民
の
皆
様
の
健
康
維

持
・
体
力
向
上
に
活
用
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
各
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
の
条
例
の
一
部
改
正
前
の
状
態
に
戻

せ
な
い
か
総
務
文
教
委
員
会
に
提
案
し

て
い
る
。

問
維
持
管
理
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
業
者
委
託
し
て
い
る
。
し
か
し
、

夏
場
は
業
者
に
委
託
す
る
だ
け
で
は
対

応
が
難
し
い
の
で
、
随
時
、
社
会
教
育

課
の
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

問
指
定
管
理
を
導
入
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

答
（
町
長
）
現
在
は
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
。
近
隣
の
団
体
、
ま
た
、
県
内
の

状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら
調
査
を
進
め

て
い
く
。

問
各
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
障
が
い
者
の
視
点
か
ら
、

施
設
の
現
状
把
握
、
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
施
設
の
検
証

会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
い
、
部

活
動
の
指
導
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
趣
旨
の
質
問
は
あ
る
か
。

答
（
教
育
長
）
部
活
動
を
し
た
い
か
と

い
う
問
い
が
あ
る
。
部
活
動
を
し
た
い
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
し
た
い
と
い
う
方

が
約
48
％
あ
っ
た
。

問

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
て
、

予
算
組
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
中
学
生
の
部
活
動
に
つ
い

て
は
、
生
徒
た
ち
の
体
力
の
向
上
、
そ

れ
と
文
化
の
向
上
に
必
要
な
活
動
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
面
か

ら
も
、
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
な
ど
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

菊
水
ロ
マ
ン
館
の
経
営
改
善
の

テ
コ
入
れ
が
急
務
！

重
点「
道
の
駅
」全
体
の

整
備
計
画
で
の
方
向
性
は
！

和
水
町
の
介
護
保
険
の
現
状
と

課
題
・
子
育
て
相
談
の
状
況
・

生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
の
無
償
化
を
！

部
活
動
の
地
域
移
行
は

ご
先
祖
様
か
ら
受
け
継
い
だ

輝
か
し
い
歴
史
・
風
土
・
風
習

を
後
世
に
‼

①
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
に
つ
い
て

問
指
定
の
経
緯
、
活
動
の
概
要
は
。

答
（
町
長
）
平
成
27
年
に
準
備
が
始
ま

り
、
平
成
29
年
度
か
ら
三
市
一
町
で
正

式
に
組
織
さ
れ
た
。
２
０
０
０
年
の
米

作
り
文
化
遺
産
と
歴
史
、
菊
池
川
流
域

の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
活

動
で
あ
る
。

問
和
水
町
の
立
ち
位
置
と
そ
の
後
は
。

答
（
町
長
）
本
年
度
は
総
括
的
事
務
局

を
和
水
町
商
工
観
光
課
が
引
き
受
け
て

い
る
。
６
年
間
の
総
括
評
価
を
し
て
、

新
た
に
３
年
計
画
を
作
り
あ
げ
る
。 

問
当
初
の
予
定
通
り
本
町
の
平
野
堰
、

花
の
香
酒
造
、
七
郎
神
等
は
、
重
点
的

に
推
し
進
め
て
頂
き
た
い
。

答
（
町
長
）
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

②
八
つ
の
神
様
に
つ
い
て

問
八
つ
の
神
様
の
経
緯
は
。

答
（
町
長
）平
成
７
年（
約
27
年
前
）身

体
に
ま
つ
わ
る

八
つ
の
神
様
を

指
定
し
、
観
光

資
源
と
し
て
Ｐ

Ｒ
を
開
始
し
た
。

管
理
清
掃
は
地
元
に
依
頼
。
Ｐ
Ｒ
関
連

は
町
で
実
施
し
て
い
る
。

問
各
施
設
の
管
理
体
制
は
万
全
か
。

答
（
町
長
）
政
教
分
離
に
抵
触
の
恐
れ

が
あ
り
、
課
題
も
多
い
。
環
境
整
備
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

問

政
教
分
離
は
理
解
し
て
い
る
が
、

歴
史
的
・
文
化
的
建
造
物
、
ま
た
そ
の

保
護
の
対
象
と
な
る
も
の
や
観
光
資
源
、

地
域
の
親
睦
な
ど
社
会
的
価
値
、
意
義

に
着
目
し
て
判
断
出
来
る
と
い
う
補
足

も
あ
る
が
、
ど
の
様
に
理
解
し
て
い
る

か
。

答
（
町
長
）ご
指
摘
通
り
、
各
管
理
者

と
話
し
合
っ
て
判
断
し
、
課
題
の
整
理

に
努
め
た
い
。

竹下　周三議員

木原　泰代議員 秋丸　要一議員

千々岩　繁議員
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ズバリ！聞きます 一般質問

問
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
」
の
有
機
農
業
の
方
針
と
町
の
農
業

振
興
策
は
。

答
（
町
長
）こ
の
法
律
は
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
農
林
漁
業
及
び

食
品
産
業
の
持
続
的
な
発
展
、
環
境
へ

の
負
荷
の
少
な
い
健
全
な
経
済
の
発
展

等
を
図
る
も
の
。

問
世
界
で
は
１
９
８
０
年
代
に
利
益

優
先
に
森
林
を
伐
採
し
大
量
の
農
薬
や

化
学
肥
料
を
投
入
し
土
を
荒
し
土
壌
中

の
微
生
物
が
激
減
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
世
界
中
で
有
機
農
業
に
目
を
向
け
、

日
本
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
と
し
て
農
林

水
産
業
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実
質
ゼ

ロ
、
農
薬
の
使
用
量
50
％
削
減
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
30
％
削
減
、
有
機
農
業

の
面
積
を
１
０
０
万
ha
・
耕
地
面
積
の

25
％
に
拡
大
す
る
目
標
で
あ
る
。
町
は

具
体
的
に
検
討
を
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）有
機
農
業
の
町

「
山
都
町
」
に
見
習
っ
て
有
機
農
業
を

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
減
少

に
も
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。

問
菊
水
小
中
学
校
、
三
加
和
小
中
学

校
の
学
校
給
食
食
材
に
占
め
る
地
元
産

農
産
物
使
用
率
は
。
食
育
の
取
り
組
み

は
。

答
（
教
育
長
）
令
和
３
年
度
の
地
場
産

物
使
用
は
、
菊
水
は
59
・
２
％
、
三
加

和
は
55
・
３
％
。
食
育
は
食
生
活
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問
農
家
は
肥
料
等
の
値
上
げ
が
続
き

納
入
価
格
の
値
上
げ
が
必
要
で
は
な
い

か
。
こ
の
値
上
げ
を
保
護
者
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

答
（
町
長
）
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
の

で
農
家
の
出
荷
価
格
を
再
検
討
し
て
い

る
。
財
源
を
検
討
し
な
が
ら
保
護
者
の

負
担
は
な
る
べ
く
抑
え
た
い
。

問
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ
い
の
り

く
ん
」
拡
充
の
進
捗
状
況
と
公
共
交
通

機
関
空
白
地
帯
解
消
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
拡

充
と
し
て
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
町

外
に
行
き
づ
ら
い
な
ど
の
影
響
を
受
け

た
地
域
の
方
々
が
少
し
で
も
不
便
さ
を

解
消
で
き
る
よ
う
、
町
外
乗
り
入
れ
を

行
い
た
い
。
山
鹿
市
、
南
関
町
の
担
当

者
と
検
討
を
重
ね
、
実
現
に
向
け
て
調

整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
町
外
へ
行
き
づ
ら
く
な

っ
た
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
地
域
の

方
々
の
町
外
乗
り
入
れ
の
実
現
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

問
今
年
度
か
ら
農
地
の
貸
し
借
り
の

再
契
約
に
つ
い
て
、
和
水
町
農
地
集
積
・

集
約
化
助
成
金
を
廃
止
し
た
経
緯
を
問

う
。

答
（
町
長
）
農
用
地
の
有
効
利
用
と
農

地
保
全
の
合
理
化
、
生
産
性
の
高
い
農

業
構
造
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
交
付
し
て
い
た
。
目
的
の
一
部

は
達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
、
再
設
定

に
つ
い
て
は
廃
止
し
た
。

問
農
産
物
が
価
格
低
迷
し
、
肥
料
・

農
薬
・
資
材
な
ど
価
格
高
騰
す
る
中
、

和
水
町
農
地
集
積
・
集
約
助
成
金
を
再

創
設
す
る
考
え
が
あ
る
か
問
う
。

答
（
町
長
）こ
の
補
助
金
は
施
行
後
15

年
を
経
過
し
目
的
の
一
部
は
達
成
し
た

が
農
業
就
業
者
数
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
に
は
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
ず
、

今
後
の
農
業
を
守
る
た
め
に
は
別
の
方

策
が
必
要
と
考
え
る
。

問
町
道
・
県
道
等
の
道
路
空
間
及
び

法
面
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）
通
行
の
安
全
面
や
維
持
管

理
面
を
考
慮
し
な
が
ら
、
防
草
シ
ー
ト

や
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
道
路
脇

法
面
の
防
草
対
策
を
予
算
面
等
考
慮
し

な
が
ら
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
今
定
例
会
に
お
い
て
民
間
分
譲
地

開
発
補
助
金
を
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
、
空

き
家
対
策
と
し
て
空
き
家
解
体
助
成
金

等
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
令
和
３
年
度
に
空
き
家
の

実
態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
５
８
９

件
の
空
き
家
の
確
認
を
し
て
い
る
。

　

住
居
に
適
さ
な
い
空
き
家
と
、
大
幅

な
修
理
が
必
要
な
空
き
家
を
合
わ
せ
る

と
３
０
９
件
と
な
り
、
52
％
と
半
分
以

上
の
空
き
家
は
、
居
住
す
る
こ
と
が
難

し
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
で
空
き
家
の
再
利
用
を
推
進
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
空
き
家
に
つ
い
て

は
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
の
利
用
は
難

し
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
を
し
て
、
さ
ら

に
老
朽
化
が
進
め
ば
近
隣
住
民
の
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、
倒
壊
す
る
危

険
も
あ
り
、
来
年
度
か
ら
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、
実
施
出

来
る
よ
う
進
め
た
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
喫

緊
の
課
題
と
し
て
６
月
定
例
会
に
お
い

て
も
、
質
問
し
て
い
る
が
進
捗
状
況
と
、

答
弁
の
中
で
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー（
あ

い
の
り
く
ん
）
の
拡
充
を
図
り
た
い
と

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
（
町
長
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
先

進
地
研
修
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
交
通

会
議
に
て
慎
重
に
検
討
し
、
導
入
す
べ

き
か
否
か
判
断
す
る
。
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
町
外
乗
り

入
れ
に
つ
い
て
山
鹿
市
・
南
関
町
と
協

議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
美
里
町
、

小
国
町
に
担
当
職
員
が
視
察
を
し
、
意

見
交
換
等
を
行
っ
た
。
年
内
に
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
。

公
共
交
通
機
関

空
白
地
帯
解
消
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

県
道
、町
道
、道
路
整
備
に
つ
い
て

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」の

有
機
農
業
の
方
針
は
？

小
中
学
校
給
食
食
材
は

安
全
な
町
内
の
農
産
物
を
！

空
き
家
解
体
助
成
金
の

創
設
を
!!

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

町
有
地
に
つ
い
て

道
路
整
備
と
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

町
長
の
公
約
に
つ
い
て

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
基
準
変
更
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）次
年
度
に
基
準

が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
今
後
は
。

答
（
町
長
）
児
童
の
安
全
安
心
の
確
保

が
最
優
先
。
運
営
費
の
確
保
は
課
題
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
公
約
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
含
め
て
複
合
的
に
運
用

し
、
運
営
費
を
有
効
活
用
し
て
は
。

答
（
町
長
）ま
ず
は
調
査
が
必
要
。

問
消
防
菊
水
分
署
北
側
の
町
有
地
は
。

答
（
町
長
）違
う
形
で
利
用
を
検
討
。

問
旧
南
小
プ
ー
ル
跡
地
等
の
活
用
は
。

答
（
町
長
）現
状
で
の
売
却
を
検
討
。

問
日
平
区
町
道
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）歩
道
の
設
計
後
、
区

長
に
説
明
し
住
民
説
明
会
を
予
定
。

問
用
木
区
・
前
野
区
・
榎
原
区
を
通

る
県
道
通
称
「
七
曲
が
り
」
の
災
害
復

旧
と
県
へ
の
道
路
整
備
の
依
頼
状
況
は
。

答
（
町
長
）災
害
復
旧
は
完
了
。
今
後

も
近
隣
の
市
町
と
要
望
に
取
組
む
。

問
江
田
交
差
点
の
改
良
完
成
時
期
は
。

答
（
町
長
）
県
の
用
地
買
収
が
未
完
了

の
た
め
完
成
時
期
は
未
定
。

問
鶯
原
区
の
道
路
側
溝
の
有
蓋
化
は
。

答
（
町
長
）年
度
末
完
了
で
進
め
る

問
公
約
の
町
民
と
の
座
談
会
。
ま
ず

は
地
域
の
代
表
で
あ
る
区
長
と
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
話
す
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
て
い
な
か

っ
た
。
話
し
を
し
て
い
き
た
い
。

問
ロ
マ
ン
館
の
温
泉
は
休
業
。
菊
水

地
区
に
も
温
泉
が
必
要
と
声
を
聞
く
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
新
工
場
は
来
年
完
成
し
投
資

や
観
光
客
は
見
込
め
る
。
菊
水
地
区
に

天
然
温
泉
を
開
発
す
る
な
ど
積
極
的
な

観
光
へ
の
投
資
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を

積
極
的
に
進
め
る
。

坂本　敏彦議員笹渕　賢吾議員

齊木　幸男議員蒲池　恭一議員
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一般質問ズバリ！聞きます

安
心
安
全
に
今
ま
で
通
り

子
ど
も
を
通
学
さ
せ
た
い
！

問
現
在
の
和
水
町
消
防
団
で
は
部
長

以
上
の
幹
部
団
員
や
女
性
消
防
団
に
の

み
活
動
服
の
貸
与
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
厚
手
の
団
服
で
の
活
動
は
、
熱
中

症
な
ど
の
健
康
を
害
す
る
リ
ス
ク
も
あ

り
、
団
員
の
健
康
管
理
と
待
遇
改
善
・

組
織
の
一
体
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
も

団
員
全
て
に
活
動
服
の
貸
与
を
早
急
に

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
町
長
）一
括
で
導
入
す
る
の
か
、

計
画
的
に
導
入
す
る
の
か
担
当
課
で
協

議
し
な
が
ら
早
い
段
階
で
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
委
員
会
で
は
ど
の

よ
う
に
執
行
部
は
説
明
を
さ
れ
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）運
営
委
員
会
に

は
、
文
科
省
が
示
す
４
キ
ロ
ま
た
、
近

隣
も
お
よ
そ
４
キ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
は
２
キ
ロ
と
い
う
こ
と
で
こ
の
バ
ス

利
用
を
す
る
距
離
の
見
直
し
を
図
っ
た

ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
し
た
。

問
保
護
者
は
安
心
安
全
に
今
ま
で
通

り
子
ど
も
を
学
校
ま
で
通
学
さ
せ
た
い
。

中
山
間
地
域
で
住
居
が
点
在
し
街
灯
も

な
く
、
住
家
が
一
軒
も
無
い
所
を
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
１
・
２
人
で
通
学
す

る
子
ど
も
も
出
て
く
る
。
産
み
育
て
や

す
い
環
境
を
と
謳
わ
れ
る
こ
の
町
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
来
年
度
は
今
ま
で
通
り
の

運
行
で
進
め
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
、
議
会
等
と
協
議
を
図
り
な
が

ら
距
離
の
変
更
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問
金
栗
四
三
生
家
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
１
，
５
０
０
万
円
ほ
ど
か
け
て
、
現

在
は
予
約
の
み
の
対
応
と
な
っ
て
い
る

が
、
条
例
で
は
利
用
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
（
町
長
）財
源
等
を
検
討
し
早
急
に

新
た
な
提
案
を
教
育
委
員
会
と
協
議
し

進
め
て
い
き
た
い
。

亀﨑　清貴議員

職場体験学習がありましたタブレット研修を開催しました

令和4年度　熊本県町村議会議員研修会に参加しました

懲 　 罰 　 動 　 議

　令和４年９月１日（木）菊水中学校２年生

３名が和水町役場で職場体験学習を行いました。

　この職場体験学習は毎年実施されており、

今回は議会事務局などを見学しました。

　生徒たちは普段入ることがない議場に入り、

大変、感激した様子でした。

　令和４年９月21日（水）町議会のＩＣＴ

化を推進し、令和５年度導入に向けた取組で、

町議会議員を対象としたタブレット研修を実

施しました。

　議員の資質向上、危

機管理体制の強化、議

会運営の効率化などを

図るため導入を検討し

ています。

　令和４年度熊本県町村議会議員研修

会が令和4年10月4日（火）熊本県立劇

場で開催されました。町議会議員全員

が参加し、「地方創生とまちづくり」と

題した講演や他町村議員との意見交換

など有意義な時間を過ごしました。

●概要
　令和４年９月５日の竹下周三議員の一般質問で、八つの神様について
一般質問がなされた。その折り、地元の協力を頂いてきれいに整備され
ている所もあるが、数か所ではあるものの、のぼり旗がぼろ布のように
なっており、のぼり旗の程を成してない状況だった。「町長が昨日行っ
てきましたと言いなはんなら頭ばくらしゅうかねというくらいにびっく
りするような状況です。」との発言があった。
　翌日９月６日、本人により発言の中に不適切な表現があり、発言取消
申し出がなされ全会一致で承認された。
　翌日、９月７日、この発言に対して竹下周三議員に対する懲罰動議が
提出された。審査については、そもそも懲罰に該当するのかいなか等に
ついて懲罰特別委員会が設置され、審査が進められた。

●懲罰特別委員会の設置
審査日時	 令和４年９月７日（水）	 第１回懲罰特別委員会　正副委員長の選出
	 	 第２回懲罰特別委員会　懲罰動議の審査
委 員 長	 秋丸要一、副委員長　笹渕賢吾
委 員	 坂本敏彦、荒木宏太、白木淳、木原泰代、蒲池恭一、髙木洋一郎　計8名
委員会の採決
　言葉は不適切であるものの発言取消も承認されており、現場の状況を表現する物の例えであり
町長に対して侮辱脅迫する行為ではないという意見が大勢を占めた。以上のことから懲罰に科さ
ないという判断を下した。

●本会議において委員長報告（抜粋）
　懲罰特別委員会は竹下周三議員に対する懲罰動議の件について付託を受け、審査した結果を報
告します。審査結果は懲罰を科さない。
　審査結果理由は、提出された懲罰動議に記載してある文言が、地方自治法第132条（品位の保持）
普通地方公共団体の議会の会議又は委員会において議員は無礼な言葉を使用し、また他人の私生
活に渡る言論をしてはならないという条文に該当するか否か及び処分について９月７日懲罰特別
委員会にて審議、採決の結果、これに該当するとした意見が１名、該当しないという意見が６名
という結果になりました。

以上のことから懲罰を科さないものと決定しました。
●懲罰特別委員会の報告を受けて、本会議において懲罰に値しない事の賛否が問われた。

議員名 亀
﨑
　
清
貴

千
々
岩
　
繁

木
原
　
泰
代

荒
木
　
宏
太

白
木
　
　
淳

齊
木
　
幸
男

坂
本
　
敏
彦

竹
下
　
周
三

秋
丸
　
要
一

笹
渕
　
賢
吾

蒲
池
　
恭
一

髙
木
洋
一
郎議案名

竹下周三議員に対する懲罰動議の件について（懲罰を科さない） ○ ○ ○ × ○ × ○ － × ○ ○ ※

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。

賛否一覧

●賛否一覧 ○は賛成　×は反対　－は欠席




